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論 文 内 容 の 要 旨 
申請者の博士論文は、ヨーロッパから東アジアに伝えられた Robinson Crusoe の近代東ア
ジアの翻訳史を研究したもので、内容は次の目次の通りである。 
 
序章 
 1. 研究の背景と目的 
2. 先行研究の整理と問題の所在 
3. 研究の方法 
4. 本論文の構成 
第 1 章 訳本における挿絵をてがかりに 
 第 1 節 初期の挿絵のない翻訳版本 
 第 2 節 口絵のみの翻訳版本 
 第 3 節 翻訳版本における挿絵のコピーと創作 
 第 4 節 連載された翻訳版本 
 第 5 章 英語学習用の Robinson Crusoe について 
第 2 章 東アジアにおける訳本『絶島漂流記』の対照研究 
 第 1 節 沈祖芬訳本と高橋雄峰訳本の関係 
第 2 節 訳本の原本について 
第 3 節 主人公の名前と苗字をめぐって 
第 4 節 時間に関する翻訳 
第 5 節 宗教と家族の取り扱い方 
第 6 節 ヨーロッパの物事についての訳し方 
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第 3 章 近代における『無人島大王』の「東アジア漂流」 
第 1 節 日本語に翻訳された『無人島大王』 
第 2 節 朝鮮半島に「漂着」した『無人島大王』 
第 3 節 中国に「漂着」した『無人島大王』 
第 4 章 東アジアにおける特別な訳本 
第 1 節 翻訳者は誰なのかということについて 
第 2 節 英爲霖版『辜蘇歴程』について 
第 3 節 ROBINSON CRUSOE(JOHN DAWSON WATSON 版)の中国語と日本語の翻 
訳比較 
終章 
参考文献 
 
第 1 章では、蒐集した 27 種の日本語訳と６種の中国語訳、２種の朝鮮語訳本における挿
絵を手がかりに、それぞれの訳本間の関連性を整理し、それらの元になった原書を明らかに
している。また、その基本的な書誌情報や、出版の特徴、文化的な特質などについても考察
している。特に原書に見られる挿絵を各国の文化に応じた形で変容させていく過程から文
化受容のあり方を論じている。 
 第 2 章では日本博文館により出版された高橋雄峰訳の『ロビンソンクルーソー絶島漂流
記』（上巻、中巻、下巻）と上海開明書店により出版された銭唐跛少年訳の『絶島漂流記』
を比較することを通して、イギリス作品が東アジア、特に日本と中国に翻訳される過程での
変化と異同を分析した。とりわけ、主人公の名前と苗字をめぐる考察、時間観念についての
把握、宗教観念と家族観念についての取捨、ヨーロッパの新事物についての翻訳方法などを
通じて、西洋文化についての理解と翻訳を論じている。 
 第 3 章では、近代日本で出版された巌谷小波版『無人島大王』という訳本を中心に、この
翻訳版本の「漂着」（＝伝播）について検討している。朝鮮半島に「漂着」した『無人島大
王』は『로빈손無人絶島漂流記』というタイトルで、『少年』という雑誌に六回に分けて連
載されたが、挿絵は小波版『無人島大王』の挿絵と同じであるのに対して、中国に「漂着」
した上海の新聞『民呼日報』（英語表記：THE PEOPLE’S WAIL）の付録『民呼日報圖画』に
載せられた『無人島大王』では独自の挿絵が作られたことなどから、日本と中国と朝鮮の翻
訳の差異の根拠について論じている。特に、それぞれ国の「Robinson」の全く違った運命を
当時の社会状況との関連で詳しく考察している。 
 第 4 章では、東アジアにおける特別な訳本を取り上げて考察している。この版本は中国語
方言の粤語で書かれた翻訳版本『辜蘇厯程』であるが、訳者はイギリス宣教師であり、中国
人の手になる訳本との違いについて論じている。 
以上、東アジアにおける Robinson Crusoe の各種翻訳版本の書誌的考察と内容の分析を通
して文化交渉の視点から東アジアにおける「漂流譚」の翻訳史を全体的に検討し、そうした
中から、近代東アジアにおいて、西洋文化と如何に接触し、如何に受容していったかを探究
することで、文化交渉の位相の一端を明らかにしている。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、英国の冒険小説、漂流譚の代表的作品であるロビンソン・クルーソーの近代東
アジアにおける訳本を手がかりに、異文化接触、異文化理解、異文化受容と変容のあり方を
探ろうとした意欲的な論考である。 
 先ず第 1章では近代東アジアで翻訳された 35種の訳本の挿絵の異同について詳しく論じ
ている。原書の挿絵との違いや各国訳本間の差異、削除、追加，更には挿絵の順序の変更な
どが何故行われたかを、それぞれの国、民族の文化的差異という観点から妥当な結論を導き
出している。また、各版本の継承関係も明らかにされている。特に、英語からの翻訳とオラ
ンダ語からの違いについては、これまでほとんど論じられることがなかったもので、それが
それぞれの国の時代性を反映しているという指摘は本論文の新しい観点として注目してよ
いと思われる。 
 第 2 章では特に日中の訳本間に見られる時間観念や家族観念の違いを通して、文化受容
の際の衝突を具体的に論じている。異文化の衝突を避けるための原書からの乖離も翻訳と
いう営みでは必要悪という考えは本論文の一つの立場である。 
 第 3章では、「無人島大王」の日中韓での異同について論究している。特に、中国訳に見
られる天文学用語を始めとする科学用語の使用を当時の中国における「格知」（科学知識）
の普及との関係から論じた点は新しい視点である。また、「左図右史」という中国伝統の絵
と文の両立の指摘も重要である。ただ、この「左図右史」という概念は筆者は本来の意味と
は違った意味で使用しており、今後検討が必要とされるかも知れない。 
 第 4章は、その他の訳本との大きな違いである西洋人宣教師の手になる中国語（広東語）
訳本について取り上げて論じたもので、その訳者を William Bridie（中国名を英為霖）であ
ることを特定し、そこに見られる方言訳の特徴等も明らかにした。また、その翻訳の目的が
あくまでもキリスト教の布教であり、主人公の形象が英雄から商人に変えられた理由につ
いても説得力をもって説明がされている。 
以上、ロビンソン・クルーソーの近代東アジアにおける各種訳本の系譜を緻密な資料を元
に明らかにする中で、異文化の伝播と受容が如何に行われたかが明らかにされた。もちろん、
審査会においては、「文化の差異」とひとまとめにしたり、「文化交渉学」をともすれば大上
段に振りかざす嫌いがあるという指摘もあったが、全体として、論理も一貫しており、新し
い知見も含まれ、東アジアにおけるロビンソン・クルーソーの訳本研究として優れた論考と
なっていると考えられる。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
